
平成™š年˜—月˜™日 水曜日 (号外第™™—号)官 報
相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
東
京
都
目
黒
区
鷹
番
二
丁
目
九
番
、
最
後
の
住

所
岡
山
市
北
区
奉
還
町
一
丁
目
二
番
三
号
せ
か
ん
ど

ゆ
ー
す
西
口
七
〇
一

被
相
続
人

亡

山
根
多
美
子

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
三
年
十
月
十
二
日

事
務
所
岡
山
市
北
区
番
町
一
e

五
e

五
サ
ン
シ
ュ

ウ
ビ
ル
二
階
猪
木
・
手
島
法
律
事
務
所

相
続
財
産
管
理
人

弁
護
士

猪
木

健
二

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
広
島
県
呉
市
安
浦
町
三
津
口
一
丁
目
一
〇
〇
八

番
地
、
最
後
の
住
所
広
島
県
呉
市
安
浦
町
三
津
口
三

丁
目
一
四
番
三
〇
号

被
相
続
人

亡

伊
ı

幸
二

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
三
年
十
月
十
二
日

広
島
県
呉
市
中
央
三
e

三
e

二
〇

ハ
イ
ツ
中
央

公
園
七
〇
一
号
椿
の
森
法
律
事
務
所

相
続
財
産
管
理
人

弁
護
士

大
森

恒
太

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
愛
媛
県
今
治
市
南
鳥
生
町
三
丁
目
二
番
、
最
後

の
住
所
愛
媛
県
今
治
市
南
鳥
生
町
三
丁
目
二
番
一
七

号

被
相
続
人

亡

渡
部

勝
秀

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
三
年
十
月
十
二
日

愛
媛
県
今
治
市
常
盤
町
四
丁
目
四
番
地
九

相
続
財
産
管
理
人

ˆ
井

實

相
続
債
権
者
受
遺
者
へ
の
請
求
申
出
の
催
告

本
籍
熊
本
県
宇
城
市
豊
野
町
下
郷
三
三
四
一
番
地
、

最
後
の
住
所
熊
本
市
城
南
町
舞
原
無
番
地

被
相
続
人

亡

山
野
ス
エ
カ

右
被
相
続
人
の
相
続
人
の
あ
る
こ
と
が
不
明
な
の
で
、

一
切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。

右
期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し

ま
す
。

平
成
二
十
三
年
十
月
十
二
日

事
務
所
熊
本
市
清
水
新
地
六
丁
目
一
番
一
五
号

パ
ル
新
地
Ａ
一
〇
一
号

相
続
財
産
管
理
人

司
法
書
士

末
松

恵
美

無
縁
墳
墓
等
改
葬
公
告

墓
地
整
理
の
た
め
に
無
縁
墳
墓
等
を
改
葬
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
の
で
、
墓
地
使
用
者
等
、
死
亡
者
の
縁
故
者

及
び
無
縁
墳
墓
等
に
関
す
る
権
利
を
有
す
る
方
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
年
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
期
日
ま
で
に
お
申
し
出
の
な
い
場
合
は
、
無
縁

仏
と
し
て
改
葬
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
ご
承
知
下
さ

い
。平

成
二
十
三
年
十
月
十
二
日

一
、
墳
墓
等
所
在
地

東
京
都
八
王
子
市
日
吉
町
二
e

一

一
、
墳
墓
等
の
名
称

了
法
寺
墓
地

一
、
死
亡
者
の
本
籍
及
び
氏
名

不
詳

一
、
改
葬
を
行
お
う
と
す
る
者

東
京
都
八
王
子
市
日
吉

町
二
e

一

宗
教
法
人
了
法
寺

代
表
役
員

中
里

勝
孝

特
定
社
債
権
者
集
会
決
議
認
可
公
告

平
成
二
十
三
年
九
月
十
四
日
午
前
一
〇
時
〇
〇
分
開
催

の
聖
坂
特
定
目
的
会
社
第
一
回
一
般
担
保
付
特
定
社
債

（
発
行
総
額
金
八
億
五
千
万
円
）（
適
格
機
関
投
資
家
限
定
）

（
以
下
「
本
特
定
社
債
」
と
い
い
ま
す
。）の
特
定
社
債
権

者
集
会
（
以
下「
本
特
定
社
債
権
者
集
会
」と
い
い
ま
す
。）

に
お
け
る
左
記
決
議
に
つ
い
て
平
成
二
十
三
年
九
月
二
十

一
日
付
で
裁
判
所
の
認
可
決
定
（
東
京
地
方
裁
判
所
民
事

第
八
部
平
成
二
十
三
年
（
ヒ
）
第
三
四
八
号
）
が
あ
り
ま

し
た
の
で
公
告
致
し
ま
す
。

記

本
特
定
社
債
権
者
集
会
に
お
け
る
決
議
事
項

本
特
定
社
債
の
社
債
要
項
（
以
下
「
本
要
項
」
と
い
い

ま
す
。）を
大
要
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
（
な
お
、
正
文
は

英
文
で
す
）。

一
、
本
要
項
の
題
名
に
つ
い
て
、
そ
の
全
文
を
削
除
し
、

代
わ
り
に
以
下
を
追
加
す
る
。

聖
坂
特
定
目
的
会
社
第
一
回
特
定
社
債
（
発
行
総
額
金

八
億
五
千
万
円
）（
適
格
機
関
投
資
家
限
定
）
特
定
社
債

要
項

二
、
本
要
項
第
九
項
（
利
息
支
払
の
方
法
）
に
つ
い
て
、

そ
の
全
文
を
削
除
し
、
代
わ
り
に
以
下
を
追
加
す
る
。

（
一
）
本
特
定
社
債
の
利
息
は
、
本
特
定
社
債
の
発
行
日

（
当
該
日
を
含
む
。）か
ら
@
本
特
定
社
債
が
全
額
償

還
さ
れ
る
日
（
当
該
日
を
除
く
。）又
は
A
期
限
の
利

益
喪
失
事
由
が
発
生
す
る
日
（
当
該
日
を
除
く
。）の

い
ず
れ
か
早
い
日
ま
で
付
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。
発

行
会
社
は
、
下
記
第
十
項
に
従
い
、
最
終
償
還
日
に

お
い
て
、
本
特
定
社
債
の
利
息
の
全
て
（
支
払
わ
れ

た
利
息
が
あ
る
場
合
は
当
該
利
息
を
除
く
。）を
本
特

定
社
債
権
者
に
支
払
う
。
最
終
償
還
日
に
お
い
て
支

払
わ
れ
る
本
特
定
社
債
の
利
息
の
金
額
は
、
ü
本
特

定
社
債
要
項
に
規
定
さ
れ
る
利
率
で
、
@

一
年
を
三

六
〇
日
と
し
た
日
割
に
よ
り
、
A

利
息
の
計
算
期
間

の
実
日
数
に
基
づ
い
て
計
算
さ
れ
る
額
（
計
算
の
結

果
、
一
円
に
満
た
な
い
端
数
が
生
じ
た
場
合
は
切
り

捨
て
る
。）と
す
る
。
本
特
定
社
債
の
利
息
の
支
払
を

遅
延
し
た
場
合
、
適
用
さ
れ
う
る
関
連
法
令
に
お
い

て
許
さ
れ
る
限
度
で
、
当
該
利
息
は
本
特
定
社
債
の

元
本
に
組
み
入
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。

（
二
）
期
限
の
利
益
喪
失
事
由
が
発
生
し
か
つ
継
続
し
て

い
る
場
合
、
適
用
さ
れ
う
る
関
連
法
令
に
お
い
て
許

さ
れ
る
限
度
で
、
期
限
の
利
益
喪
失
事
由
が
発
生
し

た
日
（
当
該
日
を
含
む
。）か
ら
本
特
定
社
債
に
基
づ

く
発
行
会
社
の
全
て
の
義
務
が
完
全
に
履
行
さ
れ
た

日
（
当
該
日
を
含
む
。）ま
で
の
期
間
に
つ
い
て
、
期

限
の
利
益
喪
失
事
由
が
発
生
し
た
時
の
本
特
定
社
債

の
元
本
残
高
に
対
し
て
年
十
四
％
の
割
合
の
遅
延
損

害
金
が
生
じ
る
も
の
と
す
る
。

三
、
本
要
項
第
十
項
（
元
本
償
還
の
方
法
）
に
つ
い
て
、

そ
の
全
文
を
削
除
し
、
代
わ
り
に
以
下
を
追
加
す
る
。

（
一
）
発
行
会
社
は
、
本
特
定
社
債
要
項
の
規
定
に
基
づ

き
最
終
償
還
日
よ
り
前
に
支
払
う
場
合
を
除
き
、
最

終
償
還
日
に
お
い
て
、
本
特
定
社
債
の
元
本
残
高
を

償
還
し
、
か
つ
、
本
特
定
社
債
の
利
息
を
支
払
う
も

の
と
す
る
。
上
記
に
か
か
わ
ら
ず
、
発
行
会
社
は
、

本
特
定
社
債
の
元
本
残
高
の
償
還
又
は
利
息
の
支
払

が
劣
後
契
約
に
よ
り
禁
止
さ
れ
て
い
る
場
合
又
は
劣

後
契
約
と
矛
盾
す
る
場
合
に
は
、
当
該
償
還
又
は
支

払
を
行
わ
な
い
も
の
と
す
る
。

（
二
）
発
行
会
社
は
、
最
低
三
営
業
日
前
に
、
本
特
定
社

債
が
任
意
に
期
限
前
償
還
さ
れ
る
日
（
当
該
日
は
営

業
日
と
す
る
。
以
下
「
任
意
期
限
前
償
還
日
」
と
い

う
。）並
び
に
期
限
前
償
還
さ
れ
る
本
特
定
社
債
の
元

本
金
額
及
び
期
限
前
に
支
払
わ
れ
る
経
過
利
息
の
金

額
を
特
定
し
た
書
面
に
よ
る
通
知
を
本
特
定
社
債
権

者
に
対
し
行
う
こ
と
に
よ
り
、そ
の
単
独
の
裁
量
で
、

最
終
償
還
日
よ
り
も
前
に
ü
本
特
定
社
債
の
元
本
残

高
の
全
部
又
は
一
部
を
任
意
に
期
限
前
償
還
し
、
@

経
過
利
息
の
全
部
又
は
一
部
を
任
意
に
期
限
前
に
支

払
う
こ
と
が
で
き
る
（
以
下
「
任
意
期
限
前
償
還
」

と
い
う
。）。
発
行
会
社
は
、
そ
の
単
独
の
裁
量
で
、

発
行
会
社
が
支
払
う
元
本
の
償
還
額
及
び
経
過
利
息

の
支
払
額
の
配
分
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
疑

義
を
避
け
る
た
め
に
記
載
す
る
と
、
本
特
定
社
債
の

元
本
の
任
意
期
限
前
償
還
を
す
る
場
合
で
も
、
発
行

会
社
は
、
そ
れ
と
同
時
に
経
過
利
息
を
支
払
う
義
務

を
負
わ
な
い
。
上
記
に
か
か
わ
ら
ず
、発
行
会
社
は
、

本
特
定
社
債
の
元
本
残
高
の
任
意
期
限
前
償
還
又
は

期
限
前
の
利
息
の
支
払
が
劣
後
契
約
に
よ
り
禁
止
さ

れ
て
い
る
場
合
又
は
劣
後
契
約
と
矛
盾
す
る
場
合
に

は
、
当
該
任
意
期
限
前
償
還
又
は
期
限
前
の
支
払
を

行
わ
な
い
も
の
と
す
る
。

四
、
本
要
項
第
十
三
項
（
譲
渡
制
限
）
に
つ
い
て
、
そ
の

全
文
を
削
除
し
、
代
わ
り
に
以
下
を
追
加
す
る
。

本
特
定
社
債
は
、
適
格
機
関
投
資
家
に
対
し
て
の
み
発

行
す
る
こ
と
が
で
き
、
発
行
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。
本

特
定
社
債
権
者
は
、
本
特
定
社
債
を
適
格
機
関
投
資
家

以
外
の
者
に
譲
渡
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
譲
渡
に
よ

る
本
特
定
社
債
の
取
得
は
、
本
特
定
社
債
を
取
得
す
る

者
が
本
特
定
社
債
を
適
格
機
関
投
資
家
以
外
の
者
に
譲

渡
し
な
い
旨
を
約
す
る
こ
と
を
条
件
と
す
る
。
本
第
十

三
項
に
記
載
さ
れ
る
制
限
を
除
き
、
本
特
定
社
債
を
取

得
す
る
者
に
関
し
て
そ
の
他
の
制
限
は
な
い
。
上
記
に

か
か
わ
ら
ず
、
発
行
会
社
は
、
本
特
定
社
債
の
譲
渡
が

劣
後
契
約
に
よ
り
禁
止
さ
れ
て
い
る
場
合
又
は
劣
後
契

約
と
矛
盾
す
る
場
合
に
は
、
当
該
譲
渡
を
行
わ
な
い
も

の
と
す
る
。

五
、
本
要
項
第
十
六
項
（
一
般
担
保
）
に
つ
い
て
、
そ
の

全
文
を
削
除
し
、
代
わ
り
に
以
下
を
追
加
す
る
。

本
特
定
社
債
権
者
は
、
資
産
流
動
化
法
第
一
二
八
条
に

規
定
さ
れ
る
、
発
行
会
社
の
財
産
に
つ
い
て
他
の
債
権

者
に
先
立
っ
て
自
己
の
本
特
定
社
債
に
係
る
債
権
の
弁

済
を
受
け
る
権
利
を
有
さ
な
い
。
本
特
定
社
債
権
者
の

権
利
及
び
支
払
の
優
先
順
位
は
劣
後
契
約
に
従
う
も
の

と
す
る
。

六
、
本
要
項
第
十
九
項
（
期
限
の
利
益
喪
失
事
由
）
に
つ

い
て
、
そ
の
全
文
を
削
除
し
、
代
わ
り
に
以
下
を
追
加

す
る
。

（
一
）
下
記
事
由
（
以
下
「
期
限
の
利
益
喪
失
事
由
」
と

い
う
。）の
い
ず
れ
か
が
発
生
し
た
場
合
、
本
特
定
社

債
権
者
は
、
発
行
会
社
に
対
す
る
書
面
に
よ
る
通
知

を
も
っ
て
、
本
特
定
社
債
の
全
部
又
は
一
部
を
、
経

過
利
息
及
び
本
特
定
社
債
要
項
に
基
づ
い
て
発
生
し

又
は
負
担
す
る
他
の
全
て
の
金
額
と
と
も
に
直
ち
に

支
払
う
旨
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
に
よ
り
、

請
求
さ
れ
た
全
て
の
金
額
に
つ
い
て
期
限
の
利
益
を

喪
失
し
、
直
ち
に
支
払
期
日
が
到
来
す
る
も
の
と
す

る
も
の
と
す
る
。
上
記
に
か
か
わ
ら
ず
、
発
行
会
社

は
、
本
特
定
社
債
要
項
に
基
づ
く
支
払
が
劣
後
契
約

に
よ
り
禁
止
さ
れ
て
い
る
場
合
又
は
劣
後
契
約
と
矛

盾
す
る
場
合
に
は
、
当
該
支
払
を
行
わ
な
い
も
の
と

す
る
。
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